
事務事業評価シート
（根室市エネルギー・食料品等価格高騰重点支援展開計画事業）

主管課名（担当名）

事務事業名 価格高騰重点支援対策事業（商店街等活性化） 事業番号 13024

商工労働観光課（商工振興担当） 事業年度 Ｒ５

意　図
（取組みに当たって期待される成
果など）

市の助成を行うことで事業主体の負担を軽減する。

１　施策体系（市エネルギー・食料品等価格高騰重点支援展開計画）

施策体系との関連
施策区分 Ⅱ 事業活動に関わる支援

施策目的 ⑤消費下支え等を通じた「事業者」支援

２　事務事業の概要と目的

対　象
（交付対象者や対象施設など）

商店街振興組合等が実施する販売促進活動

活動内容
（事業の概要や具体的な内容、方
法など）

電力・ガス・食料品価格等、物価高騰の影響を市民や事業者が受けている状況の中で、商店街
等がこれまでのように、市民が安心して買い物を楽しむことができる場となり、にぎわいの場
であり続けるため、「価格高騰重点支援プレミアム付き商品券発行事業」と連動した商店街振
興組合等が取り組む販売促進活動に支援を行い、消費下支え等を通じた「事業者支援」を行う
ことを目的とする。
●対象団体
商店街振興組合（緑町、梅ヶ枝町、広小路）、根室市商店連合会、北海道社交飲食生活衛生同
業組合釧路地区本部根室支部
●補助率等
販売促進活動に要する経費の10分の9.5　1団体あたり200万円を限度
●補助対象経費
報償費（景品等）、需用費（消耗品費）、役務費（広告等）、使用料及び賃借料（借上料等）

実施方法 □直営（市が直接実施）　■補助（民間等に補助）　□委託（民間等に委託）　□その他　　

事業費（単位：千円）
予算額 決算額 説　明

10,000千円 9,288千円 ○商店街等活性化緊急支援事業補助金：9,288千円
　1,857,600円×5団体（3商店街振興組合、商店連合会、
　北海道社交飲食生活衛生同業組合釧路地区本部根室支部）
　
【財源】地方創生臨時交付金(推奨事業枠)

内

訳

国道支出金 10,000千円 9,288千円

その他特定財源

一般財源

３　事務事業の効果検証・評価等

ア. 活動指標

指　標　名 目標値 実績値

取組団体数（申請者の構成団体） 5団体 5団体

ウ.

評価
（意図する成果に有効に結び
ついたか（結びつくか）、経済
への波及効果など）

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

令和4年度のコロナ関連緊急経済対策として商店街等活性化緊急支援事業を実施し、複数の商店
街振興組合等が行う販売促進活動に対し支援を行ったが、一部の商店街振興組合より「市民か
らも好評で個店の売上にもつながったことからまた支援をおこなってほしい」との声が寄せら
れたほか、「事業に対する負担を少しでも減らしてほしい」との声が寄せられたため、補助率
を10分の9.5、上限額を1団体あたり200万円に引き上げ対応したことから、「価格高騰重点支援
プレミアム付き商品券発行事業」と連動した事業を行い、消費下支え等を通じた事業支援と
なった。

イ. 検証手段・方法

□アンケート調査　　□実地調査　　□検証予定　　■その他（交付申請時窓口聞き取り）

本助成金の交付申請にあたり、商工労働観光課窓口での申請時において事業者から聞き取りを
行う。

エ.
課題
（取組みにあたり課題・問題
点、原因の分析など）

□ある　　□一部ある　　■ない

申請団体の負担が少なく事業を実施できたもの。

４　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続　　□見直しのうえで継続　　■完了（令和6年3月　）

令和6年3月、目的を達成することで事業完了した。

作成年月日 令和6年6月


